
　新型コロナウイルス感染症に罹患された方々に心よりお見舞い申し上げるとともに、
お亡くなりになられた方々及びご家族・関係者の皆様に謹んでお悔やみ申し上げます。
また、感染拡大防止に尽力されている関係者の皆様に感謝申し上げます。

当期の業績について
　2020年３月期の業績につきましては、第４四半期に新型コロナウイルス感染拡大に
よる影響があったものの、全体としては堅調に推移し、当連結会計年度の売上高は
1,282億６百万円（前期比7.7％増）、営業利益は41億73百万円（前期比3.4％減）、経
常利益は40億93百万円（前期比4.3％減）、親会社株主に帰属する当期純利益は27億
16百万円（前期比3.2％減）となりました。

第64期の見通し
　当社グループの主要ユーザーである自動車関連企業においても、新型コロナウイルス感染の世界的拡大の影響により厳
しい状況が続くと予想されます。従いまして、2021年３月期の連結業績予想につきましては、現時点での合理的な算出
は困難であることから、公表を控えさせていただきます。今後、業績への影響を慎重に見極め、連結業績予想の公表が可
能となった時点で、速やかに株主の皆様にお知らせいたします。

株主の皆様へ
　当社グループは企業ビジョンである「デバイスからシステムまでお客さまに対してベストプラクティスを提供するワン
ストップソリューション・グローバルサプライヤーを目指す」のもと、お客さまの期待を上回る提案を行い、確かな技術
力とノウハウを駆使して、ベストソリューションを提供してまいりました。今後の不透明な事業環境の中においても更な
る技術開発、新規事業の拡大、海外事業の拡大といった進化への取り組みを続けてまいります。
　引き続き株主の皆様の期待に応えられるよう企業価値の向上に努めてまいりますので、変わらぬご支援をいただきます
ようお願い申し上げます。

2020年６月

代表取締役社長

2019年４月１日から
2020年３月31日まで

証券コード：7467
第 63期報告書

創造 と挑戦
先進エレクトロニクスの
ワンストップソリューション・グローバルサプライヤー

よりグローバルに、よりクリエイティブに。
萩原電気グループは飛躍的な進化を続けます。



■ 当期業績の概要
連結財務ハイライト

連結財務諸表
連結貸借対照表

（単位：百万円）

連結損益計算書
（単位：百万円）

連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：百万円）
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詳細は、当社ホームページの「IR情報」をご覧ください。　https://www.hagiwara.co.jp/ 萩原電気ホールディングス 検索検索

・	売上高は10期連続増収となる1,282億６百万円となり、過
去最高を更新しました。

・	営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益、
１株当たり当期純利益は、継続的な人的投資や輸送費用の
増加等による販売費及び一般管理費の増加があり、減少し
ました。

・	営業活動によるキャッシュ・フローは、たな卸資産の増加
により25億９百万円減少したが、税金等調整前当期純利益
が40億87百万円となったこともあり、プラス10億92百万
円となりました。

科　　目 当期末
2020年３月31日

前期末
2019年３月31日

資産の部
流動資産 62,971 58,017
固定資産 5,321 5,162
資産合計 68,293 63,179
負債の部
流動負債 27,462 25,230
固定負債 5,715 4,499
負債合計 33,178 29,730
純資産の部
株主資本 32,959 31,154
その他の包括利益累計額 69 263
非支配株主持分 2,085 2,032
純資産合計 35,114 33,449
負債純資産合計 68,293 63,179

科　　目
当期

自	2019年４月１日
至	2020年３月31日

前期
自	2018年４月１日
至	2019年３月31日

売上高 128,206 119,021
売上原価 115,491 106,825
売上総利益 12,714 12,196
販売費及び一般管理費 8,541 7,876
営業利益 4,173 4,319
営業外収益 105 82
営業外費用 184 126
経常利益 4,093 4,275
特別利益 1 3
特別損失 7 22
税金等調整前当期純利益 4,087 4,256
法人税等 1,311 1,433
当期純利益 2,775 2,823
非支配株主に帰属する当期純利益 59 17
親会社株主に帰属する当期純利益 2,716 2,806

科　　目
当期

自	2019年４月１日
至	2020年３月31日

前期
自	2018年４月１日
至	2019年３月31日

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,092 419
投資活動によるキャッシュ・フロー △	274 △	430
財務活動によるキャッシュ・フロー △	519 1,037
現金及び現金同等物に係る換算差額 △	52 △	57
現金及び現金同等物の増減額 245 968
現金及び現金同等物の期首残高 7,508 6,540
現金及び現金同等物の期末残高 7,753 7,508
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■ 事業の概況
デバイス事業 海外展開

ソリューション事業

AI／IoTの分析技術領域で資本・業務提携（萩原テクノソリューションズ）
　当社グループのソリューション事業会社である萩原テクノソリュー
ションズは、2020年１月にAI／IoTの分析技術、分析教育データ統合等
のサービス及びソフトウェア販売を行うKSKアナリティクス（本社：大
阪市西区、代表取締役：森本好映、以下KSK）と資本・業務提携をいた
しました。

　同社では、東海地区の製造業を中心に長年、FA領域のシステムやIoT
プラットフォームを提供してまいりました。近年では、スマート工場化
を進めるお客様より、膨大な設備データの統合集約や分析のニーズが高
まっており、同社は2018年よりKSKとともにこのようなニーズに対す
るソリューションを提供し、実績を積み上げてまいりました。このたび
の資本・業務提携により、KSKのソフトウェア販売はもとより、コンサ
ルティングや分析人材教育のノウハウも活かし、提供サービスを拡大し
てまいります。

■ トピックス
自動運転システム開発向け走行映像データサービスを開始（萩原エレクトロニクス）
　当社グループのデバイス事業会社である萩原エレクトロニクスは、自
動運転システム開発を行う企業向けに、「自動運転システム開発向け走
行映像データサービス」を開始いたしました。

　自動運転には「どんな状況下でも事故から守ってくれる性能」が求め
られます。
　そのためには、多様な危険シーンを想定して自動運転のテストを行う
必要がありますが、実際の走行でのテストには危険が伴うことから、仮
想環境での様々な危険運転のシミュレーションが行われます。
　この仮想環境での危険運転のシミュレーションのニーズに応えるべく、
同社では、特殊なセンサーを搭載した車両で一般道を走行することにより、
周辺環境の情報を走行映像データとして収集・蓄積し、リアリティのあ
る危険シーンのシナリオを作成・提供するサービスを開始いたしました。
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海外事業会社におきましては、日系の自動車メーカー・
自動車部品メーカーを中心に海外生産をサポートして
おります。
2020年３月には、子会社である萩原エレクトロニクス
傘下のインド駐在員事務所を改組し、事業会社として
営業を開始いたしました。当社グループでは日本を含
む世界４極８拠点で活動を展開し、海外独自の得意先、
仕入先の拡大に取り組んでまいります。

デバイス事業におきましては、電子制御が進む自動車向けシステムLSIなどの半導
体や電子部品の販売及び技術支援、組込システムのPoC（概念実証）開発支援や
受託開発事業を行っております。
当連結会計年度におきましては、第４四半期には新型コロナウイルス感染症拡大
による自動車生産台数減少の影響を受けたものの、全体としては自動車生産台数
が国内生産を中心に堅調に推移したことや、先進運転支援システム搭載車両や電
動車両の各納入部品の需要が増加した結果、デバイス事業の売上高は、1,037億円
（前期比8.4％増）、営業利益は26億74百万円（前期比6.8％減）となりました。

ソリューション事業におきましては、IT機器、組込機器及び計測機器の販売から
ITプラットフォーム基盤構築及びIoTシステムの提案に加え、FAシステムや特殊
計測システムの設計・製造・販売及び産業用コンピュータの開発・製造・販売を
行っております。
当連結会計年度におきましては、主要顧客企業の情報化投資需要や設備投資需要
を的確に捉えた営業活動を展開するとともに、積極的な提案活動を実施した結果、
会計年度末には新型コロナウイルス感染症拡大による設備投資・情報化投資抑制
の影響を受けたものの、IT分野、組込分野、計測分野ともに堅調に推移し、ソ
リューション事業の売上高は245億５百万円（前期比5.0％増）、営業利益は14億
98百万円（前期比3.4％増）となりました。

KSKアナリティクスが独自開発したデータ解析プラットフォーム
「KSKP」は、プログラミング不要でありながら大規模かつ多様な設備
データを効果的に分析することが可能です。

データ収集車両ヒヤリハット

人物車両や周辺の建造物

収集したデータに、車両や人物、ヒヤリハットの要因等を分類しタグ
付けする作業を行うことで初めて、シミュレーションで使用できるシ
ナリオデータとなります。

シナリオデータ



■ 会社概要

■ 株式情報（2020年３月31日現在） ■ 株主メモ

ホームページのご案内

https://www.hagiwara.co.jp/

当社のホームページでは、会社情報、IR
情報、商品情報など様々な最新情報を
掲載しております。ぜひ、ご覧ください。

萩原電気ホールディングス 検索検索

株式数分布状況

金融機関
2,821,800株
31.29%

その他の法人
1,101,150株
12.21%

証券会社
81,897株
0.91%

外国法人等
1,015,517株
11.26%

個人・その他
3,997,636株
44.33%

事　 業　 年　 度 毎年４月１日から翌年３月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年６月開催
基　　　 準　　　 日 定時株主総会	 毎年３月31日

期末配当金	 毎年３月31日
中間配当金	 毎年９月30日
そのほか必要があるときは、あらかじめ
公告して定めた日

株 主 名 簿 管 理 人 及 び 
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目４番１号
三井住友信託銀行株式会社

株 主 名 簿 管 理 人 
事 務 取 扱 場 所

名古屋市中区栄三丁目15番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

郵 便 物 送 付 先 〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目８番４号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

電 話 照 会 先 0120−782−031（フリーダイヤル）
イ ン タ ー ネ ッ ト（ホームページURL） https://www.smtb.jp/personal/agency/index.html

（当社ホームページの「株式手続のご案内」からリンクしております。）
公 告 の 方 法 当社ホームページに掲載します。

（https://www.hagiwara.co.jp/）
上 場 証 券 取 引 所 東京証券取引所市場第一部

名古屋証券取引所市場第一部

【株式に関する住所変更等のお手続きについてのご照会】
　		証券会社の口座をご利用の株主様は、三井住友信託銀行株式会社ではお手
続きができませんので、取引証券会社へご照会ください。

【特別口座について】
　		株券電子化前に「ほふり」（株式会社証券保管振替機構）を利用されてい
なかった株主様には、株主名簿管理人である上記の三井住友信託銀行株式
会社に口座（特別口座といいます。）を開設しております。特別口座につ
いてのご照会及び住所変更等のお届出は、上記の電話照会先にお願いいた
します。

商 号 萩原電気ホールディングス株式会社
HAGIWARA	ELECTRIC	HOLDINGS	CO.,LTD.

所 在 地 〒461–8520　名古屋市東区東桜二丁目２番１号
　電話　代表（052）931–3511

創 業 1948年３月31日
設 立 1958年12月20日
事 業 内 容 電子デバイス及び電子機器の販売ならびに

FA機器の製造販売を行うグループ企業の
経営戦略策定及び管理

資 本 金 4,361,243,696円（2020年３月31日現在）
従 業 員 数 585名（連結）（2020年３月31日現在）
証券コード 7467

取 締 役
代表取締役社長 岩　井　三津雄 取締役（監査等委員） 宮 本 敬 三
専務取締役 白 木 一 成 社外取締役（監査等委員） 辻 中 　 修
常務取締役 萩 原 智 昭 社外取締役（監査等委員） 川　脇　喜久雄
取 締 役 山 田 文 彦 社外取締役（監査等委員） 早 川 尚 志
取 締 役 木 村 守 孝

執 行 役 員
常務執行役員 平 川 佳 弘 執 行 役 員 佐 藤 達 人
常務執行役員 佐 橋 　 融

■ グループ会社
Hagiwara Electric Europe GmbH

萩原貿易（上海）有限公司

Hagiwara Electronics India Private Limited

萩原電気韓国株式会社

Hagiwara America, Inc.

Singapore Hagiwara Pte. Ltd.

Hagiwara Electric (Thailand) Co., Ltd.

萩原電気ホールディングス㈱
萩原エレクトロニクス㈱
萩原テクノソリューションズ㈱
萩原北都テクノ㈱
㈱クロスベース

＜日本国内＞

1. 発行可能株式総数 16,000,000株
2. 発行済株式の総数 9,018,000株（自己株式181,576株を含む）
3. 株主数 3,143名
4. 大株主
株主名 持株数 持株比率

株 ％
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 809,000 9.16
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 567,700 6.42
有限会社スタニイ 495,250 5.60
BBH	FOR	FIDELITY	PURITAN	TR：FIDELITY	
SR	INTRINSIC	OPPORTUNITIES	FUND 350,000 3.96

萩原智昭 336,400 3.81
萩原義昭 248,175 2.81
萩原電気従業員持株会 236,474 2.68
株式会社三菱ＵＦＪ銀行 232,500 2.63
名古屋中小企業投資育成株式会社 230,000 2.60
資産管理サービス信託銀行株式会社（証券投資信託口） 218,500 2.47
（注）持株比率は、自己株式（181,576株）を控除して計算しております。

創造 と挑戦
先進エレクトロニクスの
ワンストップソリューション・グローバルサプライヤー

よりグローバルに、よりクリエイティブに。
萩原電気グループは飛躍的な進化を続けます。

［国内］
●萩原エレクトロニクス株式会社
●萩原テクノソリューションズ株式会社
●萩原北都テクノ株式会社
●株式会社クロスベース

［海外］
●Singapore	Hagiwara	Pte.	Ltd.
●Hagiwara	America,	Inc.
●萩原電気韓国株式会社
●萩原貿易（上海）有限公司
●Hagiwara	Electric	Europe	GmbH
●Hagiwara	Electric（Thailand）Co.,	Ltd.
●Hagiwara	Electronics	India	Private	Limited


